
農林水産分野における省ＣＯ２効果の「可視化」（｢見える化｣）

○ 農林水産業関係者の温室効果ガス排出削減の努力、木材製品の利用による炭素貯蔵効果、バイオマスの化石資源代替効
果等を消費者に示すことで、地球温暖化対策に貢献する農林水産業の振興に資する

○ 化石資源等ＣＯ２排出型資源からバイオマスへの転換の加速化に資する
○ 温室効果ガスの排出を国民が認識し、省ＣＯ２型の生活を選択することに資する

食農審・林政審・水政審地球環境小委員会合同会議等で、農林水産分野の省ＣＯ２効果の「可視化」（「見える化」）の展開方
向、具体化に向けた課題等の検討を進め、平成21年3月までに検討結果をとりまとめる。

この検討と並行して、もしくは、検討結果を踏まえて、以下のとおりさらに品目別に詳細な検討を実施

木材・木質バイオマスについては、木材製品の
利用による炭素貯蔵効果を示すなど、省ＣＯ２効
果の「可視化」（「見える化」）に向けた表示のあり
方を検討。

食品産業分野については、事業者によるＣＯ２排
出・削減の「可視化」（「見える化」）のあり方を検
討。

農林水産分野における省ＣＯ２効果の「可視化」（「見える化」）の展開方向、具体化に向けた課題等の検討

農水産物

木材・木質バイオマス

食品産業

農水産物については、省エネルギー型の生産技術
体系への転換等省ＣＯ２効果の高い取組により生
産されたものについて、消費者の選択に資するよう
表示のあり方を検討。

目 的

省ＣＯ２効果の高い取組による生産ＣＯ２排出削減効果

３０%
２

以
上

ＣＯ２排出量を削減した
生産方法なのね！

ＣＯ２排出量

80g
２

木材１㎥
あたり、
概ね
0.23ｔの
炭素を固
定

表示イメージ

木質ペレット１０ｋｇ袋
☆灯油代替量4.6ﾘｯﾄﾙ
☆11.5kgCO2削減
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・ 有機農業等環境保全
型農業の推進

○ 田園地域・里地里山の保全 ○ 森林の保全 ○ 藻場・干潟の保全

・ 生物多様性に配慮した
生産基盤整備の推進

・ 間伐等による森林の
適切な整備・保全

・ 漁業者を中心とした藻
場・干潟の保全活動への
支援

第三次生物多様性国家戦略の策
定(平成１９年１１月）
生物多様性基本法の成立
(平成２０年６月施行)

持続可能な農林水産業の維持・発
展のためには生物多様性保全は
必要不可欠

平成２２年１０月に名古屋市におい
て生物多様性条約第１０回締約国
会議（COP１０）が開催

生物多様性と農林
水産業の関係を定
量的に計る生物多
様性指標の開発

関連施策の効果的な推進

生きものマークを活用して、生物多様性に貢献する
わが国農林水産業に対する理解の促進

生物多様性保全を重視した農林水産業の一層の推進を図ることが必要

○ 生物多様性の保全を重視した農林水産業を強力に推進
○ ２０１０年に名古屋市で開催される生物多様性条約COP10で世界へ発信

農林水産省生物多様性戦略の着実な推進

地域の取組事例
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農林水産業における生物多様性保全の推進



このほか、IPM（総合的病害虫管理）の普及・定着、共同利用機械・施設等への支援や環境保全型農業についての普及啓発活動などの取組を実施

○ 環境保全型農業推進施策の概要

○ 適切な農業生産活動が行われることにより、生物多様性の保全、良好な景観の形成などの機能が発揮される一方、不適

切な農薬や肥料の使用は田園地域・里地里山の自然環境ばかりでなく、川などを通じた水質悪化による漁場環境の影響な

ど生物多様性への影響を及ぼすことが懸念される。

○ このため、土づくりの励行や、効率的・効果的な施肥・防除など、生物多様性をより重視した農業生産を推進する。

施策の
推進

農業環境規範の普及・定着
環境と調和のとれた農業生産活動の確保を図るため、農業者が最低限取り組むべき規範(農業環境規範)を策定し、各種支援策を実施する際の

要件とするなど、その普及・定着を推進。

エコファーマーの認定促進
持続農業法に基づき、たい肥等による土づくりと化学肥料・化学合成農薬の使用低減に一体的に取り組む農業者（エコファーマー）の認定を促進。
【エコファーマー認定件数：１６７，９９５件（平成２０年３月末現在）】

先進的な営農活動への支援

農地や農業用水等の資源の保全向上活動と一体的に、化学肥料や化学合成農薬の使用を大幅に低減するなど、地域でまとまって環境負荷を低

減する先進的な営農活動等に対する支援を行う農地・水・環境保全向上対策を平成１９年度より実施。

【平成20年度予算：農地・水・環境保全向上対策のうち営農活動支援交付金】

有機農業の推進
平成18年12月に成立した有機農業推進法に基づき、生物多様性の保全等に資する有機農業を推進。

【平成20年度予算：有機農業総合支援対策】
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田園地域・里地里山の保全（生物多様性をより重視した農業生産の推進）


